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台
風
11
号
に
よ
る
県
内

の
被
害
は
甚
大
と
な
り
ま

し
た
。
鹿
沼
市
、
栃
木
市
、

壬
生
町
で
竜
巻
が
発
生
し
、

３
市
町
で
６
１
１
棟
の
建

物
被
害
（
県
防
災
課
ま
と

め
・
18
日
現
在
）
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。
日
本
共
産

党
は
現
地
調
査
を
行
い
、

12
日
、
被
害
対
策
を
福
田

富
一
知
事
あ
て
に
申
し
入

れ
ま
し
た
。

　
県
防
災
課
に
よ
る
と
、

壬
生
町
と
栃
木
、
鹿
沼
の

両
市
で
計
２
３

４
棟
が
一
部
損

壊
し
ま
し
た
。

小
学
校
の
窓
ガ

ラ
ス
破
損
含
む

倉
庫
な
ど
の
非

住
家
の
全
半
壊

は
３
市
町
で
計

３
７
７
棟
。
ハ

ウ
ス
倒
壊
な
ど

の
農
業
施
設
等

の
被
害
は
（
県

農
政
部
ま
と
め
・

11
日
現
在
）１

億
８
千
万
円
余
で
す
。

　
野
村
せ
つ
子
前
県
議
と

小
貫
暁
町
議（
壬
生
町
）は
、

被
害
が
最
も
集
中
し
同
町

の
羽
生
田
、
七
ツ
石
両
地

区
な
ど
を
調
査
。
２
月
の

大
雪
で
建
て
替
え
た
ハ
ウ

ス
が
、
今
回
の
竜
巻
で
再

び
倒
壊
す
る
な
ど
、
深
刻

な
被
害
が
出
て
い
ま
し
た
。

住
民
ら
は
「
町
や
県
が
し

っ
か
り
と
復
旧
に
と
り
く

ん
で
ほ
し
い
」
と
支
援
を

求
め
て
い
ま
し
た
。

　
申
し
入
れ
は
、
県
委
員

会
と
栃
木
市
、
鹿
沼
市
、

壬
生
町
３
市
町
の
党
委
員

会
が
行
な
っ
た
も
の
で
、

国
の
災
害
救
助
法
適
用
な

ど
を
求
め
ま
し
た
。

螺良議長（右）に要請する小林（中央）と
野村（左）の両氏

3
市
町
で
6
1
1
棟
被
害

　
災
害
救
助
法
適
用
を
県
に
要
請

竜巻
被害

政
調
費
見
直
し
、海
外
視
察
は
中
止
に

　
　
　
　
　
　
県
議
会
議
長
に
申
し
入
れ

　
日
本
共
産
党
県
委
員
会

の
小
林
年
治
県
委
員
長
と

野
村
せ
つ
子
前
県
議
は
、

８
月
６
日
、
螺
良
昭
人
栃

木
県
議
会
議
長
に
面
談
し
、

「
政
務
活
動
費
の
疑
惑
解

消
と
制
度
改
善
」「
議
員

の
海
外
調
査
中
止
」
を
求

め
る
申
し
入
れ
を
行
い
ま

し
た
。

　
政
務
活
動
費
問
題
で
は
、

２
０
１
２
年
度
収
支
報
告

書
記
載
の
自
民
党
県
議
の

奈
良
県
庁
調
査
が
実
施
さ

れ
な
か
っ
た
疑
惑
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
と
し
て
、
説

明
責
任
を
果
た
さ
せ
よ
と

要
求
。
条
例
改
正
で
強
化

さ
れ
た
議
長
の
調
査
責
任

を
発
揮
す
る
よ
う
求
め
ま

し
た
。
ま
た
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
厳
密
な
実
施
や
、

条
例
改
正
な
ど
制
度
改

善
を
働
き
か
け
ま
し
た
。

議
長
は
「（
疑
惑
は
）法

廷
の
場
で
明
ら
か
に
す

れ
ば
良
い
」
な
ど
と
自

民
党
に
説
明
を
求
め
な

い
考
え
を
述
べ
ま
し

た
。

　
69
周
年
の
終
戦
記
念
日

の
15
日
、
日
本
共
産
党
は

県
内
各
地
で
宣
伝
活
動
に

取
り
組
み
、
憲
法
の
恒
久

平
和
主
義
を
守
り
抜
く
決

意
を
表
明
し
ま
し
た
。

　
宇
都
宮
市
で
は
、
野
村

せ
つ
子
県
副
委
員
長
、
荒

川
恒
男
、
福
田
久
美
子
両

市
議
、
田
部
明
男
市
政
対

策
委
員
長
が
参
加
。
野
村

氏
は
、
約
３
１
０
万
人
の

日
本
人
が
犠
牲
と
な
っ
た

悲
惨
な
戦
争
を
振
り
返
り
、

「
海
外
で
戦
争
す
る
国
に

さ
せ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

安
倍
政
権
を
打
倒
し
、
瞳

の
よ
う
に
大
切
に
し
て
き

た
平
和
憲
法
を
守
り
ま
し

ょ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　
佐
野
市
、
真
岡
市
、
那

須
塩
原
市
な
ど
で
も
宣
伝

活
動
に
取
り
組
み
ま
し

た
。

　
県
弁
護
士
会
（
田
中
真

会
長
）
は
６
日
、
集
団
的

自
衛
権
の
行
使
を
容
認
す

る
閣
議
決
定
の
撤
回
を
求

め
、
宇
都
宮
市
の
二
荒
山

神
社
前
で
街
頭
宣
伝
を
行

な
い
ま
し
た
。同
会
が
、憲

法
に
関
わ
る
問
題
で
街
頭

に
立
つ
の
は
初
め
て
で
す
。

　
「
栃
木
県
弁
護
士
会
」

と
の
タ
ス
キ
を
肩
に
か
け

た
弁
護
士
約
30
人
が
灼

熱
の
街
頭
に
立
ち
ま
し
た
。

「
集
団
的
自
衛
権
　
そ
れ
は
、

外
国
の
た
め
に
戦
争
す
る

こ
と
」
と
呼
び
か
け
る
パ

ン
フ
な
ど
を
配
布
。
各
弁

護
士
が
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
で

訴
え
ま
し
た
。

県
弁
護
士
会
も
街
頭
で

市
民
に
訴
え

タスキをかけ、街頭から訴える弁護士のみなさん

　
福
島
第
１
原
発
事
故
で

発
生
し
た
放
射
性
廃
棄
物

の
最
終
処
分
場
建
設
候
補

地
と
し
て
、
国
が
、
塩
谷

町
に
あ
る
国
有
地
を
選
定

し
た
問
題
は
、
選
定
の
白

紙
撤
を
求
め
町
民
が
「
塩

谷
町
民
指
定
廃
棄
物
最
終

処
分
場
反
対

同
盟
会
」（
会

長
・
和
氣（
わ

き
）
進
区
長

会
副
会
長
）

を
設
立
す
る

な
ど
、
反
対

運
動
が
急
速

に
広
が
っ
て

い
ま
す
。
日

本
共
産
党
は
、

住
民
合
意
の

な
い
選
定
の

撤
回
め
ざ
し
、

住
民
と
協
力
し
、
国
・
県

に
働
き
か
け
を
強
め
て
い

ま
す
。

　
候
補
地
は
、
全
国
名
水

百
選
の
尚
仁
（
し
ょ
う
じ

ん
）
沢
湧
水
に
隣
接
す
る

国
有
地
。
同
地
を
流
れ
る

沢
水
は
、
下
流
地
の
飲
料

水
や
農
業
用
水
に
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
環
境
省
の
詳
細
調
査
の

提
示（
７
月
30
日
）に
対
し
、

見
形
和
久
町
長
は
「
町
民

と
同
じ
思
い
で
明
確
に
反

対
す
る
」
と
同
日
の
記
者

会
見
で
言
明
。
町
議
会
は

６
日
に
白
紙
撤
回
を
求
め

る
国
へ
の
意
見
書
を
全
会

一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
日
本
共
産
党
は
、
現
地

調
査
や
住
民
か
ら
の
聞
き

調
査
な
ど
を
実
施
。
県
委

員
会
は
、
北
部
地
区
委
員

会
と
塩
谷
支
部
の
連
名
で
、

国
に
計
画
の
白
紙
撤
回
を

求
め
る
よ
う
、
福
田
富
一

知
事
あ
て
に
申
し
入
れ
書

を
提
出
（
８
日
）。
ま
た
、

塩
谷
支
部
は
10
日
、
地
域

政
治
新
聞
「
明
る
い
塩
谷

町
」
約
３
０
０
０
部
を
新

聞
折
込
し
、
全
世
帯
に
党

の
見
解
を
知
ら
せ
ま
し
た
。

　
町
内
に
は
、「
美
し
い

塩
谷
　
自
然
を
守
ろ
う
」

と
書
い
た
看
板
が
林
立
。

「
反
対
同
盟
」
は
、
決
起

集
会
を
31
日
に
塩
谷
中
ア

リ
ー
ナ
で
開
き
ま
す
。

県に申し入れ書を手渡す橋本町議（右）と同席した野村氏（中央）

塩
谷
町
国
有
林
を
候
補
地
に

  

共
産
党
、住
民
と
反
対
運
動
へ

放射性廃棄物
最終処分場

69周年の
終戦記念日 憲法守りぬく決意新たに

安倍政権にレッドカード

　
８
月
４
日
か
ら
６
日
に

開
か
れ
た
原
水
爆
禁
止
２

０
１
４
年
世
界
大
会
―
広

島
に
、
栃
木
県
か
ら
８
歳

か
ら
75
歳
の
23
人
が
参
加
、

若
い
世
代
も
８
人
が
代
表

団
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　
来
年
は
被
爆
70
年
、
２

０
１
５
年
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討

会
議
が
開
か
れ
る
こ
と
か

ら
、
今
年
の
大
会
は
核
兵

器
廃
絶
運
動
の
大
き
な
高

揚
の
中
で
迎
え
ま
し
た
。

　
初
め
て
の
参
加
者
か
ら

「
来
年
は
長
崎
へ
」
と
の

感
想
も
出
さ
れ
、
参
加
者

は
、
核
兵
器
廃
絶
へ
決
意

を
あ
ら
た
に
し
ま
し
た
。

原水禁世界大会へ23人参加

“広島でいっぱい学んだよ”

世界大会に参加した県代表団

　
６
月
に
結
成
２
周
年
を

迎
え
た
原
発
ゼ
ロ
栃
木
の

会
は
７
月
26
日
、
日
本
共

産
党
の
笠
井
亮
衆
議
院
議

員
・
党
原
発
エ
ネ
ル
ギ
ー

問
題
対
策
委
員
会
責
任
者

を
講
師
に
、
宇
都
宮
市
内

で
記
念
講
演
会
を
開
き
２

百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
笠
井
議
員
は
、
東
電
ま

か
せ
で
福
島
第
一
原
発
の

事
故
に
責
任
を
持
た
な
い

国
の
姿
勢
や
、
原
発
の
再

稼
働
と
輸
出
を
財
界
と
二

人
三
脚
で
す
す
め
る
安
倍

政
権
を
厳
し
く
批
判
。
福

井
地
裁
が
大
飯
原
発
３
・

４
号
機
の
運
転
差
し
止
め

を
命
じ
る
歴
史
的
判
決
を

５
月
に
下
し
た
こ
と
を
紹

介
し
、
こ
の
判
決
が
憲
法

で
保
障
さ
れ
た
人
格
権
を

最
優
先
し
て
い
る
こ
と
や
、

原
発
の
「
本
質
的
な
危
険

性
」
を
強
調
し
て
い
る
点

な
ど
を
説
明
。
国
民
の
一

点
共
闘
の
運
動
に
、
司
法

の
良
心
が
示
さ
れ
た
と
し
、

「
原
発
ゼ
ロ
の
日
本
を
実

現
し
、
安
倍
政
権
の
暴
走

に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
よ
う
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
最
後
に
、「
川

内
原
発
・
東
海
第
２
原
発
・

柏
崎
刈
羽
原
発
な
ど
原
発

再
稼
働
に
反
対
し
、
原
発

即
時
ゼ
ロ
を
求
め
る
決
議
」

を
採
択
し
、
原
発
ゼ
ロ
へ

の
決
意
を
固
め
合
い
ま
し

た
。

「原発ゼロ
    再稼働止めよう」

笠井氏迎え講演会

講演する笠井氏

米
軍
で
も
自
衛
隊
で
も

〝
栃
木
の
空
に

　
　   

オ
ス
プ
レ
イ
お
断
り
〞

　
日
本
共
産
党
県
委
員
会

と
安
保
破
棄
県
実
行
委
員

会
、
県
平
和
委
員
会
の
３

団
体
で
つ
く
る
「
オ
ス
プ

レ
イ
来
る
な
！
緊
急
学
習

会
」
実
行
委
員
会
は
７

日
、
県
内
へ
の
飛
来
を
や

め
さ
せ
よ
う
と
、
日
本
共

産
党
の
塩
川
鉄
也
衆
院
議

員
を
講
師
に
学
習
会
を
開

き
、
約
70
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
塩
川
議
員
は
、
県
内
で

の
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
・
訓

練
に
つ
い
て
「
相
馬
原
駐

屯
地
で
訓
練
を
受
け
入
れ

る
米
海
軍
オ
ス
プ
レ
イ
と
、

米
空
軍
オ
ス
プ
レ
イ
に
よ

る
可
能
性
が
高
い
」
と
強

調
。
ま
た
、
横
田
基
地
か

ら
首
都
圏
一
帯
に
広
が
っ

て
い
る
Ｃ
１
３
０
戦
術
輸

送
機
の
編
隊
飛
行
訓
練
エ

リ
ア
を
使
っ
た
訓
練
の
可

能
性
に
も
言
及
し
ま
し

た
。

　
同
３
団
体
は
、
学
習
会

に
先
立
つ
７
月
30
日
に
米

軍
と
自
衛
隊
の
オ
ス
プ
レ

イ
の
県
内
へ
の
飛
来
や
訓

練
、
配
備
を
認
め
な
い
よ

う
福
田
富
一
知
事
あ
て
に

申
し
入
れ
て
い
ま
し
た
。

　　
県
平
和
委
員
会
は
１
日
、

米
海
兵
隊
の
米
軍
オ
ス
プ

レ
イ
の
訓
練
受
け
入
れ
を

表
明
し
た
群
馬
県
榛
東
村

を
訪
れ
、
受
け
入
れ
の
撤

回
を
要
請
し
ま
し
た
。
同

村
に
あ
る
相
馬
原
駐
屯
地

に
は
、
北
宇
都
宮
駐
屯
地

に
配
備
さ
れ
て
い
る
第

12
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
の
司

令
部
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

北
宇
都
宮
駐
屯
地
へ
の
オ

ス
プ
レ
イ
配
備
の
可
能
性

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

榛
東
村（
群
馬
県
）に

撤
回
を
要
請
　

　
　
　 

県
平
和
委

塩川氏の講演を聞く参加者

県に申し入れる野村氏（正面右から3人目）と
平和委員会の代表ら

原
発
ゼ
ロ
金
曜
行
動
１
０
０
回
越
す

　
官
邸
前
抗
議
行
動
に
呼

応
し
て
始
ま
っ
た
「
原
発

ゼ
ロ
栃
木
の
会
」
の
二
荒

山
神
社
前
金
曜
行
動
が
７

月
18
日
で
１
０
０
回
目
を

迎
え
ま
し
た
。
２
０
１
２

年
８
月
末
か
ら
約
２
年
間
、

と
ぎ
れ
る
こ
と
な
く
続
き
、

様
々
な
団
体
、
個
人
が
自

由
に
思
い
思
い
の
プ
ラ
ス

タ
ー
な
ど
を
掲
げ
て
参
加

す
る
ス
タ
イ
ル
が
定
着
し

て
い
ま
す
。
会
は
川
内
原

発
再
稼
働
な
ど
の
動
き
に

抗
し
て
参
加
を
広
げ
よ

う
と
「
毎
週
で
な
く
て
も
、

金
曜
夕
方
６
時
か
ら
７
時

頃
、
都
合
の
つ
く
時
間
帯

に
来
て
ほ
し
い
」
と
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

二荒山神社前での100回目の
「金曜行動」

県
革
新
懇
が
教
育
シ
ン
ポ

　
栃
木
革
新
懇
は
７
月

20
日
、
安
倍
内
閣
の
「
教

育
改
革
」
を
問
う
教
育
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
宇
都
宮
市

で
開
き
ま
し
た
。

　
パ
ネ
ラ
ー
に
は
、
元
小

学
校
教
師
の
一
楽
久
夫
、

岩
崎
忠
夫
の
両
氏
と
現
職

の
高
校
教
師
の
３
氏
が
登

壇
。
公
教
育
へ
の
権
力
介

入
を
狙
う
教
育
委

員
会
改
悪
な
ど
に

つ
い
て
活
発
に
意

見
を
交
わ
し
ま
し

た
。

　
岩
崎
氏
は
「
教

育
は
国
民
の
も
の

で
あ
り
、
幸
せ
に

な
る
た
め
の
教
育

内
容
を
、
国
民
が

自
覚
的
に
考
え
、

声
を
上
げ
る
必
要

が
あ
る
」
と
力
説

し
ま
し
た
。

意
見
を
述
べ
る
パ
ネ
ラ
ー

大型ショッピングモール前で、「戦争する国」づくりストップを訴える
（右から）荒川、野村、福田、田部の各氏

倒
壊
し
た
ハ
ウ
ス
の
前
で
農
家
か
ら
話
を

聞
く
野
村（
右
）と
小
貫（
中
央
）の
両
氏


